
18

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
効
果
と
は

　

２
０
１
９
年
に
文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
に
よ
っ
て
、
全
国
の
公
立
小
・
中
学
校
で
は
１
人
１
台
端
末

の
配
備
が
早
く
も
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
端
末
整
備
に
つ
い
て
の
補
助
予
算
が
付
か
な
か
っ
た
高
校
で

は
端
末
の
配
備
率
は
50
％
以
下
（
２
０
２
１
年
３
月
末
時
点
）
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
自
治
体
や
保
護
者
の
負
担
に
よ
っ
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
１
人
１
台
端
末
に
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
の
か
疑
問
を
感
じ
ら
れ
る
方
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
疑
問
を
解
消
す
る
た
め
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
一
つ
と
し

て
、
昨
年
度
に
全
国
知
事
会
で
行
わ
れ
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
効
果
検
証
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

効
果
を
検
証
す
る

　

昨
年
度
の
全
国
知
事
会
の
「
こ
れ
か
ら
の
高
等
学
校
教
育
の
あ
り
方

研
究
会
」
の
中
で
、
慶
應
義
塾
大
学
・
中
室
研
究
室
に
よ
り
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
教
育
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
効
果
検
証
」
に
係
る
検
証
事

業
が
実
施
さ
れ
、
そ
こ
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
と
し
て
Ａ
Ｉ
ド
リ
ルQ

ubena

（
キ
ュ
ビ
ナ（１
））

が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
検
証
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

︿
検
証
の
方
法
﹀

◆
参
加
県
市
：
宮
城
県
・
宮
崎
県
・
熊
本
市
・
長
野
県
・
三
重
県
・
島

根
県

◆
対
象
：
上
記
県
市
の
公
立
高
校
8
校
の
高
校
1
年
生
６
３
７
名

◆
検
証
期
間
：
２
０
２
０
年
12
月
～
21
年
２
月

◆
対
象
教
科
：
数
学
（
主
な
単
元
：
三
角
比
、
デ
ー
タ
の
分
析
等
）

◆
実
施
方
法

・
６
３
７
名
の
生
徒
を
、Q

ubena

を
使
用
す
る
介
入
群
（
９
ク
ラ
ス
、

２
９
７
名
）、Q

ubena

を
使
用
し
な
い
対
照
群
（
10
ク
ラ
ス
、
３
４
０

名
）
に
ラ
ン
ダ
ム
に
ふ
り
わ（２
・
３
）

け
る
。

・
介
入
群
は
、Q

ubena

を
用
い
て
授
業
中
や
家
庭
学
習
で
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
個
別
最
適
な
学
習
に
取
り
組
む
。
対
照
群
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
の
学
習
を
行
う
。

1人1台時代 の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

監修：（一社）ICT CONNECT 21

木川俊哉（（株）COMPASS未来教育部部長）

４第 回

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
学
力
へ

の
効
果
検
証
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・
効
果
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
12
月
と
21
年
３
月
に
学
力
テ
ス
ト

を
実
施
し
、
介
入
群
と
対
照
群
の
学
力
の
伸
び
を
測
定
す
る
と
と
も

に
、
質
問
紙
調
査
を
行
い
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
観
や
、
授
業
へ

の
苦
手
意
識
・
理
解
度
等
の
変
化
等
を
把
握
す（
４
）る。

︿
検
証
の
結
果
﹀

・
介
入
前
の
12
月
に
実
施
し
た
学
力
テ
ス
ト
の
点
数
を
介
入
群
と
対
照

群
で
比
較
し
た
結
果
、
統
計
的
に
有
意
な
差
が
な
か
っ
た
。

・
介
入
後
の
３
月
に
実
施
し
た
学
力
テ
ス
ト
の
点
数
を
介
入
群
と
対
照

群
で
比
較
し
た
結
果
、
介
入
群
の
方
が
対
照
群
よ
り
も
、
学
力
テ
ス
ト

の
ス
コ
ア
が 

約
４
・
５
％
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
効
果
は

特
に
就
学
支
援
金
受
給
世
帯
の
生
徒
で
大
き
く
、
介
入
群
の
方
が
対
照

群
よ
り
18
・
５
％
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
差
は
１
％

水
準
で
統
計
的
に
有
意
な
差
で
あ
る
。

・
３
月
に
行
っ
た
質
問
紙
調
査
で
は
、
生
徒
の
学
習
観
の
変
化
も
見
ら

れ
、
介
入
群
は
「
良
い
学
習
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
勉
強
が
身
に
つ

く
」
と
い
う
「
環
境
志
向
」
が
統
計
的
に
有
意
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

１
人
１
台
端
末
の
整
備
の
実
現
に
向
け
て

　

こ
の
検
証
は
６
県
に
ま
た
が
っ
た
公
立
高
校
８
校
の
１
年
生
６
３
７

名
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
も
の
で
、
都
道
府
県
を
超
え
て
県
や
市
の

教
育
委
員
会
や
学
校
が
一
緒
に
な
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
を
活
用
し
た
検
証

事
業
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
過
去
に
例
を
見
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

検
証
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
（Q

ubena

）
を
利
用
し
た
教
育
が
数
学
の

学
力
向
上
に
効
果
を
発
揮
す
る
可
能
性
を
示
し
た
こ
と
や
、
就
学
支
援

金
受
給
世
帯
の
生
徒
の
学
力
を
大
き
く
伸
ば
し
、
保
護
者
の
経
済
状
況

に
よ
る
学
力
格
差
の
縮
小
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
示
唆
し
た
こ
と
は
、

今
後
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

　

中
室
教
授
も
「
た
っ
た
３
カ
月
で
学
力
向
上
の
効
果
が
見
ら
れ
た
ば

か
り
か
、
教
育
格
差
が
縮
小
す
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
公
教

育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
や
教
育
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
の

意
義
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
高
校
に
お
け
る
１
人
１
台
端
末
の
整
備
に
む
け

て
様
々
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
の
判

断
材
料
の
一
つ
と
し
て
こ
の
検
証
結
果
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

本
検
証
結
果
の
詳
細
は
、
全
国
知
事
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
注
】

（
１
）CO

M
PA

SS

社
（https://qubena.com

/

）
が
開
発
す
る
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
ア

ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
。

（
２
）
検
証
期
間
中
、
数
学
の
学
習
に
お
い
てQ

ubena

を
使
用
し
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ

（
対
照
群
）
に
対
し
て
は
、
英
語
の
学
習
に
お
い
てQ

ubena

の
提
供
を
行
っ
た
。

（
３
）
本
検
証
事
業
で
は
、「Q

ubena 

高
校
数
学
Ⅰ
Ａ 

Ⅱ
Ｂ by 

河
合
塾
」
と
「Q

ube
na 

中
高
英
語 by 
河
合
塾
」
の
２
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
。

（
４
）
各
県
教
育
委
員
会
、
学
校
の
協
力
を
得
て
、
学
力
テ
ス
ト
、
質
問
紙
調
査
、
行
政

記
録
等
は
す
べ
て
匿
名
加
工
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
い
る
。
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